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神奈川工科大学（KAIT）先進技術研究所は、
研究成果の実用化・製品化を促進し、社会課題の解決を目指しています。
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先進技術研究所は神奈川工科大学（KAIT）創立

50周年記念事業として、2013年に立ち上げられ

ました。当研究所の目的は、KAITの研究成果を

実用化し、企業と共同で製品化することで、社会に

大きく貢献することです。多岐にわたる学術研究の

中から、製品化が見込まれる有望な研究を採択し、

製品化に向けた様々なサポートを行っています。

メッセージ　
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　KAITでは、機械系、電気系、化学・バイオ系から情報系、

生命・健康系までと、幅広い分野の研究を行っています。

その中でも特に「情報」「健康・生命」「環境・エネルギー」

の3分野に重点を置き、社会課題の解決に向けた実践的

な研究を推進しています。

　先進技術研究所では、この3分野を中心に、3年ごとに

研究テーマを採択して実用化・製品化に向けたサポートを

行っています。

　設立10年の節目を迎えた2023年度からは、「大学内

コミュニティの形成」や「地域との連携強化」の場としての

役割も担っていきます。

研究成果の実用化・製品化を促進し、
社会課題の解決を目指す

　KAITでは「新分野への挑戦（Challenge）」「新たなアイデア
による変化（Change）」「新たな産業の創出（Creation）」の
3Cを研究ポリシーとしています。ポリシー達成のため、「基礎
研究」「応用研究」「プロジェクト研究」と段階ごとにカテゴリー
を分けて効率的に研究を推進しています。
　先進技術研究所は、プロジェクト研究の成果を受け、「新た
な産業の創出」に向けて実用化・製品化を推進する役割

を担っています。そのため、社会に求められており、実用化を
望む企業が想定される研究テーマを採択し、研究支援はもち
ろん、企業へのPRやマーケティング支援、ビジネスモデルの
構築支援まで幅広くサポートしています。

先進技術研究所の位置付け

先進技術研究所の活動
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先進技術研究所
プロジェクト 共同研究

製品化
プロジェクト研究の成果を受けて
「新たな産業を創出」することを
目指し実用化・製品化までを推進

応用研究の成果を受けて
実用化に向けた
プロジェクト的な研究

新たなアイデアの
可能性を実証

実証されたアイデアをより確かな
ものにするため実用化のイメージを
明確にして取り組む

情 報
AI/IoT
ロボット
セキュリティ

ヒューマンメディア

健康・生命
栄養生命
健康福祉
バイオ
看護医療
災害ケア

環境・エネルギー
自動運転車

Stop the CO2 
環境・保全

自然エネルギー

人間
社会

「新たな産業の創出」に向け
て、KAITの研究成果の実用
化・製品化を促進し、社会に
大きく貢献することを目指し
ます。

研究成果の
実用化・製品化
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教員や学生が気軽に集い、
活発に意見を交わす共創の
場となることを目指します。

大学内
コミュニティの形成
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KAITがある厚木市や、その
周辺地域の企業や大学と
連携できる、地域のハブとなる
ことを目指します。

地域との連携強化
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